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【実習期間】
　原則として、3週間を臨地での教育実習とし、本学学部4年生が履修する「看護総合実習（公衆衛生看護領域）」とする。

【実習内容】
　1) 実習施設との事前打合せに参加するとともに、学部生用の学生便覧、シラバス、全実習概要・実習要項などから実習に
     ついての理解を深める。
　2) 同行する実習地や施設の特徴をふまえ、臨地指導実習に必要な準備を行う。
　3) 看護総合実習における学生の実習テーマを確認し、指導計画を立案する。
  4) 実習に同行引率し、3週にわたり、学生指導の実際を学ぶとともに、実際に学生指導を行う。
  5) 実習終了後には、学生の実習状況や記録類から学生の評価を行い、教員から助言を受ける（学部生の成績評価は、最終的
　　　に実習の担当教員が決定する）。

【教育指導実践に関する記録類】
　臨地教育実習での学びや教育的実践については臨地実習指導記録に記載する。また、実習が終了後に臨地教育実習報告書を
　提出する。

受講者への
メッセージ

履修
年次

2年次
前期

科目
区分

専門科目

参考書等 必要時、紹介する。

3(90)
授業
形態

学　習　内　容

成績評価方法
(基準)

１．同行する実習の教育目的・教育目標等について、臨地指導実習Ⅰとの比較によりカリキュラム上の位置づけを理解
　　することができる。
２．同行する実習が実施される場の概要を把握することができる。
３．実習環境の調整のあり方や臨地実習指導者との役割の相違を理解することができる。
４．学部学生への教育的活動を主体的に実施し、成績評価についても考えることができる。
５．臨地実習指導者との調整や学部学生への指導を振り返り、臨地実習指導のあり方を考えることができる。
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６．看護実践の場における看護専門職者や看護学生に対する教育能力を修得している。

４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

備考

学部学生への臨地実習指導を主体的に実施する中で、保健師教育課程における臨地実習指導の方法・あり方につい
て考察を深め、改善点などを提言してください。

必要時、紹介する。教科書

実習内容、臨地実習指導記録、臨地教育実習報告書、学生への対応等を総合的に評価する。

学部4年生の看護総合実習（公衆衛生看護学領域）において教育実習を行い、臨地教育実習Ⅰと比較して学年間の学生の知
識・技術の修得状況の違いを理解し、指導内容につなげる。また、臨地実習指導者との実習調整などを通じて、その役割を理
解し、看護学生指導や新人教育について省察する。
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